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〈調査の概要〉
１ 調査の目的
宝達志水町における部活動の地域移行の必要性、課題、対応の方向性を検討す

るにあたり、その基礎データとなる児童生徒・保護者・部活動顧問教諭、各種目
別協会の意向を捉える。

２ 調査期間
令和６年１月２４日～２月２日

３ 調査方法

（１）調査対象

①小学校第４・５・６学年児童

②中学校第１・２学年生徒

③小学校第４・５・６学年児童の保護者

④中学校第１・２学年生徒の保護者

⑤中学校部活動顧問教諭

⑥各種目別協会代表者

（２）回答方法

Google フォームによるオンライン回答（一部、用紙による回答あり）

（３）回答者数

種別
学校数

（協会数）
回答者数（人）

① 小学校第４・５・６学年児童 5 219
② 中学校第１・２学年生徒 1 136
③ 小学校第４・５・６学年児童の保護者 5 131
④ 中学校第１・２学年生徒の保護者 1 101
⑤ 部活動顧問教諭 1 15
⑥ 各種目別協会代表者 9 9



〈アンケート調査の結果〉（⑤中学校部活動顧問教諭）
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Q3.現在、顧問をしている部活動を選んでください。（複数

の場合は、主に関わっている部活動）
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（年に３，4回の土曜日1日練習含む）
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Q4.あなたの顧問としての立場を教えてください。

Q5.現在、顧問をしている部活動の指導について教えてください。

Q6.顧問をしている部活動の、活動曜日および活動時間を教えてください。
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Q7.平日は午後４時くらいから練習が始まりますが、何時に終わりたいですか。

その他の回答 活動時間が確保できるのであれば、定時である１６：３０には終わりたい。それ以外であれば

１７：３０終了

Q8.休日は午前９時から練習が始まりますが、何時に終わりたいですか。

その他の回答 休日部活動は出勤している時点で負担は変わらないので、部活ありの場合は現状通り11時半～

12時の間に終わればよい

Q9.部活動（普段の練習）の回数を変更できるとしたら、あなた自身は１週間あたり

の平日及び休日の活動はどれくらいの回数にしたいですか。（当てはまる曜日を

全て選んでください。）
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Q10.部活動を指導する上で、あなた自身が抱えている課題と感じていることは何で

すか。（当てはまるものを全て選択してください）

その他の回答 今はたまたま専門知識のある部活動を担当しているが、異動した学校によっては専門ではない分

野の顧問をしなくてはいけないこと。仕方のないこととされているが、教員も生徒も負担が大き

い。（心的ストレスの比重が大きい）

Q11.あなた自身の部活動に対する考え方は、次のうちどれに近いですか。

Q12.現在指導している部活動の目指していることや雰囲気は、次のうちどれに近い

ですか。
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Q13.あなたは部活動指導において、主にどのような効果を期待していますか。

（３つまで選択可）

Q14.これまで部活動が担ってきた生徒指導の側面は、部活動以外の学校教育の場面

で対応することができると思いますか。

Q15-1.部活動の加入体制について、あなたの考えは次のうちどれに近いですか。
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Q15-2.前問 15-1の理由を教えてください。

部活動にくるのが嫌だと感じている生徒が多いように感じる，一方でやる気のある生徒もたくさんいる

が，互いの練習への態度に大きな差があるのであまりいい環境とは言えない思うから。

部活動以外の活動に取り組んでいる生徒の人数が増えてきているから

生徒本人の気持ちを大切にした方がお互いにやりやすい。

部活動にない競技があるため。また、生徒数の減少もあり、十分に部活動することができない。（特にチ

ーム競技は厳しい。）

生徒それぞれに事情等もあるため。

ただでさえ少子化で競技者が減っているのに、競技人口が減るとスポーツの活性化をすることができない

から。

地域クラブとの兼ね合いを考慮すると自由でもよいのではないかと思う。

部活動への取り組みの温度差が激しいから。特にやる気のない子たちが入るような受け皿になる部活は特

に大変。

外部の競技団体に参加している生徒も増えているから

だんだん少なくなる限られた時間内で、今までになってきた部活動の役割を果たすことが難しいので、そ

れなら生徒も先生も希望する範囲内でやればいいと思うから。

外部のクラブチームなどに所属している生徒を、活動に参加するわけでもない別の部活動に無理に所属さ

せることに意味が見いだせない。また、活動している生徒と所属だけして活動していない（たまにだけ参

加する）生徒で指導を分けることが困難だと現状感じている。部活動を頑張ろうと思う生徒もいれば、学

習やその他家庭や外部での活動を頑張りたいと思う生徒もいる。後者の場合、部活動が終わった後からで

は時間が遅く、生徒自身のプライベートの時間が確保が難しそうである。多感な時期に選択できる活動の

幅を広げてあげたい。

多様性の時代だから

自由加入にした結果、加入していない生徒についてクラブチームで活動する分には良いと思うが，そうで

ない生徒は自由時間が長く，その時間をどう使うのかが心配である。自律してうまく時間を使ことができ

れば良いが，大半の場合はゲームやSNSに依存し，それによるトラブルが学校に持ち込まれて対処しな

ければならなくなるのではないかと思う。

また，個人的には中学校の間に部活動を通してコミュニケーション能力や礼儀，気配りについて学ぶこと

も今後の人生には大切なことではないかと思う。

帰宅する時間が早くなることで、子どもが保護者や教員の目から離れる時間が多くなり、トラブルに発展

するかもしれないから。

時代の変化 選択の広がりに学校がついていけない
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大会やコンクール等でよい成績を収めることができる

子どもの意欲向上につながる

地域指導者の活躍によって、地域の活性化に繋がる

教師以外の指導者との関わりによって、子どもの可能性を伸ばすことができる

教師の働き方改革によって、教師の授業準備や子どもと向き合う時間が増える

教師の異動等に関わらず継続した指導を受けることができる

Q16.部活動の地域移行について関心がありますか。

Q17.教員が担ってきた休日部活動の指導・運営を地域のクラブ・団体等に移行する

動きについてどう思いますか。

Q18.教員が担ってきた休日部活動の指導・運営を地域のクラブ・団体等に移行する

動きについて、現時点で期待できることは何ですか。（３つまで選択可）



〈アンケート調査の結果〉（⑤中学校部活動顧問教諭）

46.7%, 7人

26.7%, 4人

13.3%, 2人

13.3%, 2人

0人 1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人 9人 10人

関わりたくない

どちらかと言えば関わりたくない

どちらかと言えば関わりたい

関わりたい

33.3%, 5人

66.7%, 10人

0人 2人 4人 6人 8人 10人 12人

希望しない

希望する

6.7%, 1人

13.3%, 2人

13.3%, 2人

20.0%, 3人

40.0%, 6人

40.0%, 6人

40.0%, 6人

46.7%, 7人

46.7%, 7人

0人 1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人 9人 10人

担ってくれる人材はそもそもいるのか

地域の指導者の資質はどうか

子どもと地域の指導者との相性はどうか

熱心に教わりたい子と楽しく活動したい子の差への対応はどうか

休日にある全能登、県大会、各種大会などの運営に引き続き招集されるのではないか

生徒のトラブル等への対応において、教育的な指導ができるか

平日と休日の指導者が違うと、指導方針や内容に差が出るのではないか

トラブルや事故、保護者からのクレームの対応を引き続き学校が担うことになるのか

部活動の運営に関する責任者の所在が曖昧になるのではないか

Q19.教員が担ってきた休日部活動の指導・運営を地域のクラブ・団体等に移行する

動きについて、現時点で心配されることは何ですか。（３つまで選択可）

Q20.今後、部活動の地域移行が進んだ場合、あなた自身は地域の指導者として休日

の部活動指導や引率等に関わりたいですか。（兼職兼業）

Q21.地域移行が難しい部活動に関しては、今後、部活動指導員の配置を検討してい

ます。あなたの担当する部活動において、部活動指導員の配置を希望しますか。



〈アンケート調査の結果〉（⑤中学校部活動顧問教諭）

Q22.休日部活動の地域移行を推し進めることについて、町や教育委員会に意見・要

望があればご記入ください。
地域移行を進める前に，部活の全入制をどうするかについて議論した方がよいと思います。

難しいとは思いますが、生徒にとっても教員にとっても納得のできる形になればと思います。

学校と地域が統一した目的や目標の下で、移行を進めていってほしい。

"全中や北信越、つまり中体連主催の大会があるかぎり、県大会や全能登大会、羽咋郡市大会などはなくならな

い。そのため教員が主催者として大会運営を行うスタイルも変わらない。

だとすれば、教員は部活動に関わらざるを得なくなり、外部指導者に全面的に委任する部活動には移行しない。

なので、部活動が今のスタイルで存続せざるを得ない状況が今後しばらく続くと思われる。

現場サイドでは部活動の軽減を求める声が高まっており、そのための地域移行策だと思うが、指導者さがしも

うまくいかないと思うし、指導者が学校の方針通りにやってくれる優良な人材ばかりとは限らない。「学校が

運営する部活動」の形態を継続するなら、トラブルを抱える外部指導者の存在は、教員にとって悩みの種にな

るかもしれない。

となると町や教育委員会が、部活動の地域移行でやれる仕事は限られてくる。

それよりも学校としては、町や教育委員会が、部活動に対する認識を以下のように改めてくれることだけで、

大きな変化があると思う。

・部活動は、生徒の任意の活動であること （全員入部制でなくてもよい）

・部活動は、原則勤務時間に終わるのが望ましいことであること （日課を見直せば17時には終われそう。

土日は基本的に行わない）

・大会の出場を目指さない部活動があってもよいこと（大会の出場を強制されなければ、土日の活動がなくな

る。ゆるい部活動でもよい）


